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2広報おけと　2026.7

／ ま ち の 話 題／ o k e t o  n e w s

やまべの会、５千匹放流5/24

成長願い！青島観光協会会長が自ら放流

どんぐり運動会　～パパ、ママ見ててね！ ぼくらの元気と成長パワー～6/13

先生たちと力くらべ（ぱんだ組） よわむしモンスターズをやっつけろ(うさぎ組）

人権の花を育てよう6/17

花とともに育む、命の尊さと思いやりの心

ふる少ラフティング体験 すくすくギフト

置戸町健康増進計画答申

ファーストブック

5/30 6/3

5/28

6/9

激流×結束＝最高の冒険 木のぬくもりを込めて、健やかな成長へ

10年の健康づくり、菅原委員長より町長へ

いっしょにめくる、優しさを育む時間
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／ ま ち の 話 題／ o k e t o  n e w s

　５月20日、こどもセンターどんぐりのぱんだ組
とぞう組の園児たちが、常楽園・緑清園を訪問し
ました。元気いっぱいのダンスと「せっせーのよ
いよい」のじゃんけんで、入所者の皆さまの表情
は瞬く間にはじけるような笑顔へ。手と手を握り
交わす温かな光景が、園内を優しい空気に包み込
み、世代を超えた交流のひとときは、双方にとっ
てかけがえのない「宝物」となりました。

　５月26日、図書館で「オレンジ☆カフェ」が開
催されました。今回は手芸クラブ「まんてん」と
コラボし、参加者13名で認知症サポーターシンボ
ルの「ろば隊長」を手作り。会場は、終始和やか
な笑い声に包まれました。また、認知症専門看護
師の福島氏も親身に皆さまの相談に対応。今年度
は年６回開催予定です。心身の健康相談も兼ねて、
皆さまもぜひお気軽にお越しください。

５月20日㈬
笑顔あふれる。小さな訪問者

５月26日㈫
認知症を知ろう。気軽な集いカフェ

　置戸町の春の風物詩「牛の入牧」が行われまし
た。釧北牧場に到着した約170頭の乳牛たちは、
耳標確認と消毒を終え、広大な緑の牧草地を前に
嬉しそうに駆け出しました。これから秋まで恵み
豊かな大自然の中でたっぷりと草を食べ、元気に
成長して各酪農家のもとへ帰っていきます。牛た
ちのたくましい姿が、置戸の酪農を支える確かな
希望へとつながります。

５月20日㈬
春の風物詩、入牧はじまる

ぞう組▶
緑清園

◀ぱんだ組
　常楽園

　５月22日、図書館にて３名による地域おこし協
力隊の活動報告会が開催され、50名が参加しまし
た。石岡隊員はぶどう栽培からワイン醸造への挑
戦、八木隊員はホースセラピーを通じた子どもた
ちとの交流や地域への貢献事業。また５月末で卒
隊した馬場隊員からは、３年間の活動を振り返る
報告がありました。隊員たちの地域を想う熱い活
動に、会場からは温かい拍手が送られました。

５月22日㈮
地域へ届ける感謝の形、隊員の軌跡

旧境野小学校のグラ
ウンドで９頭の馬を
世話する八木隊員▶

◀�任期終了後は、移住
コーディネーターに
就任する馬場隊員



4広報おけと　2026.7

　置戸町養護老人ホーム「常楽園」および置戸町特別養護老人ホー
ム「緑清園」は、これまで長年にわたり置戸町社会福祉協議会が施
設の運営を担ってきましたが、令和９年度から新たな体制へ移行す
るため、現在次期指定管理者を募集しています。
　常楽園には町内外から70名、緑清園には50名の方が入所されてお
り、職員に見守られながら日々穏やかで温かい時間を過ごされてい
ます。新たな体制への移行にあたっては、現場のケアや生活環境が
変わらぬよう、これまで提供されてきた食事や身体介助などの日常
生活サービスに影響が出ないように業務を継続していきます。
　入所されている皆さまには、これまでと変わらずに住み慣れた場
所で「安心した生活」をお届けします。これからも皆さまが置戸町
で安心して暮らし続けられるよう、運営体制の移行に向けて準備を
進めてまいります。

老人ホームの新たな運営にむけて
～「常楽園」「緑清園」の指定管理者を募集～

【指定管理者の募集】
■指定管理期間　令和９年４月１日～令和14年３月31日まで（５年間）
■募集（受付）期間　令和８年７月10日㈮まで（詳細は、置戸町ホームページに掲載しています）
■問 い 合 わ せ　地域福祉センター社会福祉係

置戸町の面積の約８割を占める広大な
森林。
この大切な財産を次世代へつなぐため、
本町は６月11日、「株式会社ステラーグ
リーン」と連携協定を締結しました。
この取り組みは道内で29番目の事例と
なります。

対象森林　町有林すべて（約2,000ha）

対象期間　今年度から８年間
　

置
戸
町
は
「
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
の
実
現
を
掲
げ
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
協
定
は
、

そ
の
一
環
と
し
て
、
森
林
資
源
の
価
値
を
経
済

的
価
値
へ
と
変
換
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

森
の
木
々
は
、
成
長
過
程
で
大
気
中
の
二
酸

化
炭
素
を
吸
収
・
貯
蔵
し
ま
す
。
こ
の
「
森
林

の
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
」
を
国
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い

て
数
値
化
し
、
企
業
な
ど
に
売
却
し
て
経
済
的

価
値
に
変
え
る
仕
組
み
が
「
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト

制
度
」
で
す
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
、森
林
整
備
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
が
「
見
え
る
化
」
さ
れ
ま
す
。
販
売
収
益

を
次
の
再
造
林
や
適
切
な
森
林
管
理
へ
と
再
投

資
す
る
こ
と
で
、「
植
え
る
・
育
て
る
・
切
る
」

と
い
う
森
林
の
サ
イ
ク
ル
を
強
化
し
、
次
世
代

へ
持
続
可
能
な
森
林
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
を
守
り
な
が
ら
、
そ
の
価
値
を

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
新
た
な
挑
戦
で
す
。
本

町
の
「
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質

ゼ
ロ
」
に
向
け
た
一
歩
と
し
て
、
今
後
も
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

に
向
け
た
連
携
協
定
」
を
締
結　

　

～
豊
か
な
森
林
を
未
来
の
力
へ
。

　
　
　
　

置
戸
町
「
森
林
Ｊ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
へ
の
挑
戦
～

置戸町養護老人ホーム　常楽園

置戸町特別養護老人ホーム　緑清園
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【
就
任
の
抱
負
】

　

４
期
12
年
と
長
年
務
め
ら
れ
た
小
林
前
組

合
長
の
後
任
と
し
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。
訓
子
府
町
出
身
の
私
が
こ
の
た
び
組

合
長
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、祖
父
・

父
は
合
併
前
の
訓
子
府
町
森
林
組
合
長
を
務

め
た
こ
と
も
あ
り
、
不
思
議
な
縁
を
感
じ
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
農
業
一
筋
か
ら
転
じ
て

慣
れ
な
い
業
務
に
奮
闘
す
る
「
日
々
勉
強
」

の
毎
日
で
す
。
職
員
の
皆
さ
ん
に
教
え
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
直
接
川
南
の
工
場
や
現
場

へ
自
ら
足
を
運
び
、
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

【
林
業
へ
の
思
い
・
未
来
へ
繋
ぐ
森
づ
く
り
】

　

林
業
は
資
源
を
育
て
る
だ
け
で
な
く
、
環

境
保
全
も
担
う
重
要
な
役
割
で
す
。
深
刻
な

「
担
い
手
不
足
」
と
い
う
課
題
が
あ
る
中
、

豊
か
な
森
林
を
次
代
へ
確
実
に
引
き
継
ぐ
こ

と
も
私
た
ち
の
責
務
の
ひ
と
つ
で
す
。「
植
え

る
・
育
て
る
・
切
る
」
と
い
う
資
源
の
循
環

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
木
育
な
ど
を
通
じ
て
、

現
代
林
業
の
魅
力
を
次
代
を
担
う
若
者
た
ち

へ
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
皆
さ
ま
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

物
価
高
騰
な
ど
激
動
の
時
代
で
は
あ
り
ま

す
が
、
新
生
紀
森
林
組
合
の
将
来
を
見
据
え

一
歩
ず
つ
着
実
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
そ
し
て

組
合
員
の
皆
さ
ま
と
共
に
絆
を
深
め
、
共
に

歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

新
生
紀
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長

谷た
に
も
と本　

茂し
げ

樹き 

さ
ん

【プロフィール】
長年、玉ねぎ栽培と酪農を営
み、訓子府町では農業委員会
会長を務めた。現在は、息子
さんへ経営を譲ったものの、
毎朝農場に顔を出して手伝い
をしてから組合業務へ向かう
のが日課。
「忙しくも充実した毎日です
が、いつかゆっくりと旅行へ
出かけたい」と語る、仕事熱
心でエネルギッシュな新リー
ダー。訓子府町在住。77歳。

地
域
の
「
林
業
」
を

育
て
る
新
し
い
力　

新
生
紀
森
林
組
合 

代
表
理
事
組
合
長
の
ご
紹
介

防災気象情報が変更されました

■お問い合わせ　総務課防災係（☎52-3311）

　５月から防災気象情報が変わり、警
報・注意報の情報名に｢レベル｣が付き
ました。例えば、これまでの｢大雨警
報｣は、「レベル３大雨警報」という名
称に変更になり、レベルの数字と一緒
に情報が伝えられるようになりました。
同時に、河川の氾濫の危険度の伝え方
も変わり、新たに特別警報が設けられ
ました。また、従来の「洪水警報」「洪
水注意報」は廃止されました。レベル
４やレベル３の情報が発表された場合
には、速やかに避難行動をとるよう心
がけましょう。
　さらに詳しい内容については、気象
庁のHPをご覧ください。

【新たな防災気象情報一覧表】

河川氾濫 大　雨 土砂災害 高潮

警戒レベル
５相当

レベル５
氾濫特別警報

レベル５
大雨特別警報

レベル５
土砂災害特別警報

レベル５
高潮特別警報

＜警戒レベル４までに危険な場所から　かならず避難‼＞

警戒レベル
４相当

レベル４
氾濫危険警報

レベル４
大雨危険警報

レベル４
土砂災害危険警報

レベル４
高潮危険警報

警戒レベル
３相当

レベル３
氾濫警報

レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報

レベル３
高潮警報

警戒レベル
２相当

レベル２
氾濫注意報

レベル２
大雨注意報

レベル２
土砂災害注意報

レベル２
高潮注意報

警戒レベル１ 早期注意情報
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■保険料の軽減 

●軽減は被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。
●被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。
●昭和36年１月１日以前に生まれた方の公的年金等に係る所得については、さらに15万円を引
　いた額で判定します。

●�この制度に加入したとき、被用者保険の被扶養者だった方は、負担軽減のための特別措置と
して、 所得割がかからず、制度加入から２年を経過していない期間のみ均等割が５割軽減と
なります。（医療分：59,963円 → 29,981円、子ども分：1,364円 → 682円）

※�被用者保険とは、協会けんぽ等、主にサラリーマンの方々が加入している健康保険のことで、
市町村の国民健康保険等は含まれません。

●１年間の保険料の上限額は、医療分85万円、子ども分２万１千円の計
　87万１千円になります。
●年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。
※「所得」とは、前年の「収入」から必要経費（公的年金等控除や給与
所得控除額など）を引いたものです。

※前年の所得金額により、43万円の控除額が異なる場合があります。

令和８年度
年間保険料

＋

＝

均　等　割
【1人当たりの額】

59,963円

所　得　割
【本人の所得に応じた額】

（令和７年中の所得－最大43万円）×

11.61％

医療分算出保険料
【限度額85万円】

（100円未満切り捨て）
＋ ＝

均　等　割
【1人当たりの額】

1,364円

所　得　割
【本人の所得に応じた額】

（令和７年中の所得－最大43万円）×

0.28％

子ども分算出保険料
【限度額２万１千円】

（100円未満切り捨て）
＋ ＝

①均等割の軽減 （年額）

①基礎賦課額（以下「医療分」とします。）

②子ども・子育て支援納付金賦課額（以下「子ども分」とします。）

《保険料の計算方法》

②被用者保険の被扶養者だった方の軽減

対象者の所得要件
（世帯主及び世帯の被保険者全員の軽減判定の所得額）

均等割の軽減割合

43万円＋10万円×（給与所得者等の数－１） ７割

43万円＋（31万円×世帯の被保険者数）
+10万円×（給与所得者等の数－１） ５割

43万円＋（57万円×世帯の被保険者数）
＋10万円×（給与所得者等の数－１） ２割

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ 

～ 

令
和
８
年
度
の
保
険
料
の
お
支
払
い 

～

　

令
和
８
年
度
の
保
険
料
に
つ

き
ま
し
て
は
、
７
月
に
個
別
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
す
べ
て
の
世

代
や
企
業
の
皆
さ
ま
か
ら
支
援

金
を
拠
出
い
た
だ
き
、
子
育
て

施
策
の
拡
充
に
充
て
る
も
の
で
、

子
ど
も
や
子
育
て
世
帯
を
社
会

全
体
で
支
え
る
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
将
来
、
社
会

保
障
制
度
の
担
い
手
と
な
る
こ

と
か
ら
、
子
ど
も
の
育
ち
を
支

え
る
支
援
金
制
度
は
全
て
の
方

に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
ま

す
。

　

令
和
８
年
４
月
か
ら
「
医
療

分
」
と
併
せ
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
下
記
の
《
保
険
料
の

計
算
方
法
》
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

７
月
に
保
険
料
額
を

お
知
ら
せ
し
ま
す　

■
令
和
８
年
度
か
ら

　
【
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

　

付
金
】が
追
加
さ
れ
ま
す
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■保険料のお支払い方法
　保険料の納め方は、原則「年金天引き」です。（申し出によって「口座振替」も可能）
ただし、次の⑴～⑶のいずれかに該当する方は「年金天引き」の対象となりません。
「納付書」または「口座振替」にてお納めください。
　※社会保険料控除は、「年金天引き」の方は本人に、「口座振替」の方は口座名義人に適用されます。
 ⑴介護保険料が「年金天引き」されていない方（年金額が年額18万円未満の方）
 ⑵�介護保険と後期高齢者医療の保険料の合計額が、介護保険料が天引きされている年金の受給額の半分

を超える方
 ⑶新たに制度に加入された方の半年の期間

■資格確認書の有効期限が切れます
　現在、交付している資格確認書の有効期限が令和８年７月31日をもって満了となるため、８月以降は
使用できなくなります。

■「資格確認書」に限度区分等を記載することができます
　本人の申請に基づいて『限度区分、発効期日』『長期入院該当日』『特定疾病区分、同区分発効期
日』の３項目を併記することができます。過去に『限度額適用・標準負担額認定証』『限度額適用認定
証を交付されていた人は、本人の希望申請で限度額区分等を併記しないこともできます。必要に応じて
随時申請できます。限度区分等の詳しい内容はお問い合わせください。

■令和８年８月以降の医療機関への受診について
◎資格確認書が届いた方
　資格確認書を医療機関等の窓口で提示してください。
◎資格情報のお知らせが届いた方
　マイナ保険証を医療機関等の窓口で提示してください。
※資格情報のお知らせは、自身の資格情報を把握するためのものであり、資格
情報のお知らせのみで医療機関等の受診はできません。なお、マイナ保険証の
読み取りができない場合に、マイナ保険証とともに資格情報のお知らせを提示
することで、正しい資格情報で医療機関等を受診することができます。

■「資格確認書」または「資格情報のお知らせ」を交付します
　令和８年８月以降に使える「資格確認書」または「資格情報のお知らせ」を７月中に交付します。
◎資格確認書（はがき型）が届く方
  ・85歳以上の方
  ・84歳以下の方で、マイナ保険証をお持ちでない方
◎資格情報のお知らせ（Ａ４サイズ）が届く方
  ・84歳以下の方で、マイナ保険証をお持ちの方

　資格情報のお知らせが届いた方であっても、なんらかの理由によりマイナ
保険証での受診が困難であると届出された方には、資格確認書を交付します。
資格確認書交付を希望される方は、資格確認書交付申請書をお住いの市区町
村窓口にご提出ください。
　なお、資格確認書交付申請書は、市区町村の窓口でお渡ししているほか、
広域連合のホームページにも掲載しています。

国民健康保険料(税)の口座振替は自動継続されません。
再度、町民生活課医療給付係へお申し出ください。

【お問い合わせ】
町民生活課医療給付係（☎52-3315）または北海道後期高齢者医療広域連合（☎011-290-5601）

資格確認書

資格情報のお知らせ
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５月 31 日現在（ ）内は前月比

●人　口　　2,456 人（－ 2人）
●　男　　　1,142 人（－ 2人）
●　女　　　1,314 人（± 0人）
●世帯数　　1,332 世帯（＋ 5世帯）

喜びと悲しみ（敬称略）

人の動き

【お悔やみ申し上げます】

●岡部　五郎　　93歳　　拓殖	 5/15
●木村　英雄　　93歳　　緑清園　	5/25

大切な暮らしの情報をお伝えする

国民健康保険税１期分
固定資産税２期分

納期限　７月 31 日㈮
期日までに忘れず納めてください

慶弔欄につきまして、町外で届け出をさ
れた方で掲載をご希望の方は、企画財政
課地域情報係までご連絡ください。

令和８年度置戸町戦没者追悼式の
ご案内　　　　　　　　　　　　

第45回花いっぱい共励会の出展
及び見学参加者を募集します　

　町民憲章推進目標のひとつである「花いっぱ
い運動」を実践している個人や団体を奨励し、
環境美化と明るいまちづくりを進めるために花
いっぱい共励会を開催します。
日　　時　７月30日㈭　午前８時30分から
対　　象　「花いっぱい運動」を実践している
個人や団体等で作っている花壇、プランター、
ガーデニングなど。（庭木等の庭園類は除く）

申込期限　７月17日㈮
申 込 先　自治連事務局（☎52-3518）または
　町民生活課住民生活係（☎52-3315）まで
そ の 他　共励会は、今後の花いっぱい運動の
輪を広げ、奨励するもので、審査は行わず、
参加者の花づくりを見学し、育成方法やデザ
インなどの情報交換を行いますので、見学の
方の応募もお待ちしています。

　さきの大戦における戦没者に対し心から追悼
の誠をささげるとともに、合わせて恒久平和を
祈念するため、戦没者追悼式を挙行します。
日　時　７月17日㈮　午前10時から
場　所　地域福祉センター多目的研修室

町民カレンダーが「Ａ３別紙」に
変更になります　　　　　　　　

　今月号より、町民カレンダーの掲載方法を変
更いたしました。これまで誌面に掲載していま
したが、「見づらい」とのご意見を多くいただ
きました。皆さまからのご意見を検討した結果、
以前の「Ａ３サイズ」の様式に変更し、広報誌
に折り込んでお届けします。
　壁面などに掲示してご活用ください。

空き家所有者向け相談会の開催

　空き家のお悩みに対して、専門相談員が無料
で対応します。
・空き家の売却、賃貸に関すること
・空き家の解体、リフォームに関すること
・空き家の相続登記、不動産登記に関すること
共　　催　
　北見市、美幌町、津別町、訓子府町、置戸町
協　　力　北見信用金庫
日　　時　８月８日㈯　午後１時から午後４時

※１相談20分程度です。
※相談時間の指定はできません。後日お伝え
します。

会　　場　北見信用金庫本店ビル
申込期間　７月24日㈮まで
申し込み・問い合わせ
　企画財政課企画係（☎52-3312）
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令和８年度置戸消防団消防演習

図書整理員を募集します

牧場看視員を募集します

ちびっこフリーパスの発売について

　小学生以下のお子さんと同乗者を対象に、バ
スが乗り放題になるチケット「ちびっこフリー
パス」が発売されます。
対 象 者　小学生以下のお子さんと中学生以上
の同乗者
※中学生以上の同乗者のみでフリーパスの利
用は不可（通学・通勤・通院など）

対象区間　オホーツク管内を運行する乗合バス
路線（都市間バス等管外に接続する路線は対
象外）

対象期間　８月１日㈯から８月16日㈰
　※上記期間中は乗り放題
販売価格　小学生以下　500円
　　　　　同乗者（中学生以上）　1,000円
販売期間　７月１日㈬から８月16日㈰
販売場所
　置戸町商工会、北見バスターミナルなど
購入特典
①オホーツク管内ガイドブックの配布
②対象施設によるチケット提示の特典付与
③クイズラリー・アンケート回答者に抽選でプ
レゼントあり

問い合わせ　オホーツク総合振興局
地域政策課（☎0152-41-0624）
企画財政課企画係（☎52-3312）
※詳細は、ＱＲコードを読み取っ
てご確認ください。

日　時　７月12日㈰　午前９時から
場　所　ファミリースポーツセンターグラウン
　ド及び中央公民館前庭
日　程
　午前７時15分　集合サイレン
　午前９時　　　分列行進・開会式
　午前９時20分　小隊訓練
　午前９時35分　消防操法訓練
　午前９時50分　模擬火災訓練（中央公民館前
　　　　　　　　庭で消防車による放水訓練）
　　　　　　　　サイレンを吹鳴します。
　※屈折梯子車試乗体験はありません。
交通規制　午前９時30分から午前10時30分まで
の間、中央公民館周辺町道の交通規制を行い
ますので、ご協力をお願いします。

募集人員　１名
報　　酬　時給　1,223円
勤務日数及び時間　火～日曜日の間で１日４時
間、週２～３日程度、３交代制（午前・午後・
遅出）

業務内容
　図書館カウンター業務及び館内外の清掃
任用期間　令和８年８月から令和９年３月まで
　（来年度以降、再度任用される場合あり）
応募資格
▷本と人に興味のある概ね60歳までの健康な方
▷簡単なパソコン操作のできる方
募集期間　７月18日㈯まで
応募方法　所定の応募用紙に写真添付のうえ、
必要事項を記入し、図書館に提出してくださ
い。応募用紙は、町ＨＰまたは図書館に備え
付けてあります。

問い合わせ　図書館（☎52-3202）

募集人員　フルタイム　１名
業務内容　釧北牧場の管理作業
任用期間　採用日から10月31日
勤務時間　午前８時から午後４時45分
　（休憩１時間、土日祝日含むシフト制）
報 酬 等　日給11,523円～（通勤手当あり）
応募資格
▷町内に居住する65歳までの健康な方
▷普通自動車運転免許をお持ちの方
応募期限　７月10日㈮まで
応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入のう
　え、産業振興課へ提出してください。
問い合わせ　産業振興課（☎52-3313）

ハチの巣の早期発見、早期駆除を
しましょう　　　　　　　　　　

　毎年、７月から10月にかけて、ハチの巣が多
くみられます。巣を見つけたら刺激しないよう
にして、すぐに下記までご連絡ください。
連 絡 先　町民生活課住民生活係（☎52-3315）
撤去費用　無料
※山の中や人通りのない場所については撤去
対象外の場合がありますのでご相談ください。
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心身障がい者等通院交通費助成の
申請を受け付けします　　　　　

受付期間　８月３日㈪～８月14日㈮（期限厳守）
対象期間　令和８年４月１日から７月31日まで
の間に通院・通所・通学したもので、医療機
関等で各証明書に証明を受けてください。

対 象 者　置戸町に在住し、以下に該当する方
①北海道が定める特定疾患で特定疾患医療受給
　者証等の交付を受け、通院している方
②北海道が定めるウイルス性肝炎・橋本病で対
策医療受給者証等の交付を受け、通院してい
る方

③じん臓機能障がいにより身体障害者手帳の交
　付を受け、人工透析に通院している方
④精神障がい者で、治療や社会復帰のために通
　院・通所している方
⑤知的発達障がい、情緒障がい等心身に障がい
のある児童で、治療・療育・機能回復訓練の
ために通院している方

⑥特別支援学校へ通学する児童を自家用車で送
　迎する方
助 成 額　ほかの法律等により助成された額を
控除し、医療機関等への通院・通所・通学に
要する基準交通費の２分の１を助成します。

申　　請　通院・通所・通学証明書、医療受給
者証、印鑑、振込先口座番号を持参のうえ、
地域福祉センター社会福祉係に申請してくだ
さい。なお、通院・通所・通学証明書の用紙
は同係にあります。

そ の 他　特別な場合は、随時の受付をします。
不明な点は、地域福祉センター社会福祉係ま
でお問い合わせください。（☎52-3333）

７月は“社会を明るくする運動”
強調月間・再犯防止啓発月間です

　“社会を明るくする運動”は全国民が、犯罪
や非行の防止と犯罪や非行をした人たちの更生
について理解を深め、それぞれの立場で力を合
わせ、新たな被害者も加害者も生まない安全で
安心な地域社会を築くための全国的な運動です。
強調期間　７月１日㈬から７月31日㈮まで
詳細・問い合わせ　法務省保護局更生保護振興
　課地域活動推進係（☎03-3580-4111）

北見地区保護司会置戸分区
村松登喜男・藤川伸生・
森谷弘二・加藤節子　　

エキノコックス症検診のお知らせ

検診期間　８月３日㈪～８月31日㈪
検診場所　置戸赤十字病院
受　　付　期間中の火・水・金曜日の午後１時
　30分から４時
※事前予約は不要です。外来受付に、エキノ
コックス症検診希望とお申し出ください。
※置戸赤十字病院に定期通院している方は、
上記以外の日時でも８月の定期通院と合わせ
て受診することができます。

検査方法　血液検査
検査料金　無　料
結果通知　後日郵送します
対 象 者　置戸地区にお住まいの平成30年４月
　１日以前に生まれた方（小学校３年生以上）
そ の 他　対象者以外の方で検査を希望される
方は、地域福祉センター健康推進係にお申し
込みください。（☎52-3333）

北見地域市民・町民後見人養成研修
受講者を募集します　　　　　　　

日　時　８月31日、９月６日・13日、10月４日・
18日（全５回）午前９時50分～午後５時10分
※９月29日㈫　午後２時から家庭裁判所見学
を補講として行います。

場　所　北見市総合福祉会館
定　員　20 名程度（費用 :無料）
申　込　７月６日㈪から８月７日㈮まで。申込
書は北見市社協ＨＰまたは地域福祉センター
包括支援係（問い合わせ先：☎ 52-3333）で
入手し、持参・郵送・FAX・メールで提出。 社協ＨＰ

「おけとのつながり倍増計画」
おけと×となり町交流会vol.2を開催

　好評につき第２回を訓子府町で開催します。
初参加の方も大歓迎。お気軽にご参加ください。
日　時　７月23日㈭　午後１時30分から３時
場　所　訓子府町公民館
申込締切　７月17日㈮
※当日は、午後１時地域福祉センター前に集
合し、福祉バスで会場へ、現地集合も可。

申し込み・問い合わせ
　地域福祉センター健康推進係（☎52-3333）
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町営・単身者住宅の入居者募集

【町営住宅】
募集団地（新規）
○公進団地　　　（２LDK　61.47㎡）　１戸
募集団地（随時）
○川向団地　　　（１LDK　46.80㎡）　１戸
○林友団地　　　（１LDK　46.89㎡）　１戸
○新光団地　　　（１LDK　46.89㎡）　１戸
○川向団地　　　（２LDK　61.38㎡）　４戸
○新光団地　　　（２LDK　61.47㎡）　２戸
○公進団地　　　（２LDK　61.47㎡）　２戸
○林友団地　　　（２LDK　61.47㎡）　１戸
○大美団地　　　（２LDK　61.47㎡）　３戸
○勝山新生団地　（２LDK　61.40㎡）　１戸
○まちなか団地　（２LDK　66.34㎡）　１戸
○川向団地　　　（３LDK　77.85㎡）　１戸
○境野団地　　　（３LDK　74.92㎡）　１戸
※原則ストーブやボイラー、灯油タンク等は付属しません。

【単身者住宅】
募集団地（新規）
〇川向団地　（１LDK　41.22㎡）　１戸
　1312棟502号
　月額家賃　26,000円
募集団地（随時）
○若松団地　（１LDK　41.22㎡）　２戸
　1601棟502号、1602棟507号
　月額家賃　27,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新規募集期間　７月１日㈬から７月10日㈮
申込方法　役場総務課にある「申込書」に必要
事項を記入のうえ、関係書類を添付して提出
してください。

そ の 他　申込資格については、総務課管財係
にお問い合わせください。希望により住宅内
部の見学も可能です。申込者多数の場合は、
町営は住宅選考委員会、単身者は抽選で決定。

問い合わせ　総務課管財係　（☎52-3311）

宝くじの収益金は、私たちの街の公共事業等に役立てられています。

公益財団法人北海道市町村振興協会

すぐ買える 当たりがわかる クイックワン

宝くじ
公式サイトで
発売中！

7月17日は「北海道みんなの日」～北海道の価値を見つめ直し、これからの北海道を考える日

試験のご案内

　詳細は各部署にお問い合わせください。
【自衛隊】
一般曹候補生（応募資格：18～32歳）
受　　　付　７月１日㈬～９月１日㈫
２等陸海空士（応募資格：18～32歳）
受　　　付　年間を通じて行っています
問い合わせ　自衛隊北見地域事務所

（☎0157-23-6826）
【北海道職員】普及職員（農業）
受　　　付　Ａ区分　７月17日㈮～８月21日㈮
　　　　　　Ｂ区分　７月３日㈮～９月４日㈮
問い合わせ　道農政部生産振興局技術普及課

（☎011-206-6436）
【海上保安官】
受　　　付　７月10日㈮～７月23日㈭
問い合わせ　紋別海上保安部管理課

（☎0158-23-0118）

赤十字フェスティバル2026  in 置戸

日　時　７月11日㈯　午前10時から正午
場　所　置戸町中央公民館
入場料　無料
内　容　
■健康チェックコーナー　先着順（無料）
脈波の測定、動脈硬化症検査、頸部動脈エコー
検査、骨粗しょう症診断、血糖値の測定等

■赤十字活動展示、健康相談・服薬相談、救急法・
健康生活支援講習、奉仕団の炊き出し、赤十
字社費募集、避難所体験コーナー、ちびっ子
変身＆記念撮影、お楽しみコーナー

■呑み処  梵くらさん、ミルク工房MilRichさん
　の出店コーナー
■ご来場者記念プレゼント（先着100名）
主　催　置戸赤十字病院
後　援　置戸町
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後
ご

藤
とう

　峻
しゅんすけ

亮さん

置戸駐在所　巡査部長

髙
たかはし

橋　佳
よし

子
こ

さん

置戸小学校　教頭

みなさん、こんにちは

【出　身】遠軽町
【前任地】釧路警察署
　　　　生活安全課

【趣　味】筋トレ、映画鑑賞
【皆さんへ一言】人の役に立ちたいとの思いか
ら警察官を志しました。困った時は、いつでも
ご相談ください。町の安心な暮らしを守るため
全力で頑張ります。よろしくお願いいたします。

【出　身】札幌市
【前任地】北見市立緑小学校
【趣　味】山登り

【皆さんへ一言】素直で元気な子どもたちの姿
に日々元気をもらっています。地域と連携した
教育環境の中、教職員と力を合わせ、子どもた
ちの成長を支えていきます。よろしくお願いい
たします。

地域おこし協力隊員　井上　浩平
（民間企業等受入型：農事組合法人拓実Fresh農園）

健やかな食を置戸のまちで～新しい農業へ挑戦～

▶
作
業
風
景

▶
ハ
ウ
ス
栽
培
肥
料

　

皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。
今
年
４
月
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
置
戸
町
に
移
住

し
て
き
ま
し
た
井
上
浩
平
で
す
。
現
在
は

「
拓
実
Ｆ
ｒ
ｅ
ｓ
ｈ
農
園
」
で
農
作
業
に
従

事
し
て
い
ま
す
。
移
住
当
初
は
、
部
屋
に
現

れ
る
カ
メ
ム
シ
に
大
変
驚
か
さ
れ
ま
し
た
が
、

様
々
な
対
策
を
重
ね
、
最
近
は
見
か
け
る
こ

と
も
な
く
な
り
快
適
に
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

　

元
々
、
工
場
や
接
客
業
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
世
界
情
勢
や
日
本
の

政
治
、
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
日
本
の
食
料
自
給
率
の

低
さ
や
農
薬
の
問
題
を
知
り
「
よ
り
多
く
の

人
に
有
機
栽
培
や
無
農
薬
の
野
菜
を
食
べ
て

も
ら
い
、
健
康
で
元
気
に
生
活
し
て
ほ
し

い
」
と
の
思
い
か
ら
、
農
業
に
携
わ
る
こ
と

を
決
意
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
お
借
り
し
て

有
機
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
来
年

は
さ
ら
に
幅
を
広
げ
、
コ
ン
ポ
ス
ト
を
活
用

し
た
肥
料
作
り
や
、
相
性
の
良
い
野
菜
を
隣

り
合
わ
せ
に
植
え
る
『
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ

ン
ツ
（
共
栄
作
物
）
』
と
い
う
農
法
な
ど
、

新
た
な
挑
戦
を
計
画
中
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
人
と
の
繋
が
り

を
大
切
に
し
、
行
事
な
ど
に
も
積
極
的
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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置
戸
町
長

　
　
深
川

　
正
美

　

学
生
時
代
、「
何
か
い
い
こ
と
な
い
か
な
」
と
都
会
に
憧
れ
、

「
こ
ん
な
田
舎
は
飽
き
た
」
と
感
じ
た
こ
と
は
私
だ
け
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
私
は
こ
の
ま
ち
か
ら
離
れ
る
こ
と
な
く
今

日
ま
で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
冠
婚
葬
祭
も
身
内
の
み
と
い
う
風
潮
の
中
、

町
長
就
任
か
ら
６
年
、
先
日
三
人
目
の
結
婚
式
に
ご
招
待
い
た
だ

き
ま
し
た
。
若
い
二
人
を
祝
う
宴
は
歌
や
踊
り
、
笑
い
と
涙
に
包

ま
れ
、
３
時
間
を
超
え
る
大
盛
り
上
が
り
の
宴
会
は
初
め
て
の
経

験
で
し
た
。
豊
住
地
区
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
町
内
外
か
ら
駆
け

つ
け
た
多
く
の
知
友
人
の
熱
烈
な
祝
福
、
そ
し
て
何
よ
り
「
場
を

盛
り
上
げ
よ
う
」
と
い
う
出
席
者
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
ろ
酔
い
で
帰
宅
し
、
妻
に
「
遅
か
っ
た
ね
」
と
問
わ
れ
、「
す
ご

か
っ
た
ん
だ
」
と
答
え
た
夜
の
興
奮
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

先
日
、「
人
間
ば
ん
馬
」
を
発
案
さ
れ
た
故
・
山
本
佳
一
さ
ん
の

33
年
前
の
手
紙
を
拝
見
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、「
日
本
一
の
百
人

太
鼓
を
高
校
生
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
。
置

戸
高
校
に
行
き
た
い
と
言
わ
せ
て
み
た
い
」
と
、
病
床
か
ら
友
人

に
託
さ
れ
た
熱
い
想
い
が
綴
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
刺
激
的
な
結
婚
式
の
夜
、
眠
れ
ず
に
考
え
て
い
る
と
置

戸
は
都
会
に
は
な
い
地
域
の
つ
な
が
り
と
温
か
な
思
い
や
り
が
溢

れ
る
、
日
本
一
の
「
明
る
い
農
村
」
だ
と
改
め
て
思
い
ま
す
。
こ

の
ま
ち
に
嫁
い
で
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

第
49
回
人
間
ば
ん
馬
大
会
も
、
大
き
な
歓
声
と
熱
気
の
中
で
無

事
終
了
し
ま
し
た
。
百
人
に
は
届
き
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
の

山
神
太
鼓
も
力
強
く
響
き
ま
し
た
。
ご
参
加
・
運
営
に
汗
を
流
し

て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。�

合
掌　

蒸気機関車の給水塔や転車台もみてとれる

写
真
で
語
る
お
け
と

写
真
で
語
る
お
け
と

あ
の
頃

あ
の
頃

　

置
戸
に
開
拓
の
鍬
が
下
ろ
さ
れ
て
１

２
０
年
余
り
。
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て

市
街
地
の
町
並
み
は
変
化
し
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
最
も
移
り
変
わ
り
が

顕
著
な
の
は
か
つ
て
の
駅
土
場
の
光
景

で
し
ょ
う
。

　

写
真
は
昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
の

置
戸
駅
周
辺
の
空
撮
写
真
で
す
。
右
端

に
あ
る
の
が
置
戸
駅
、
下
に
あ
る
工
場

は
伊
藤
組
木
材
の
工
場
で
、
現
在
は
中

央
公
民
館
が
そ
の
位
置
に
建
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
よ
り
西
側
は
営
林
署
の
貯
木

場
に
な
っ
て
お
り
、
写
真
中
央
を
横
断

す
る
線
路
は
山
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
木

材
を
貨
車
に
積
み
下
ろ
し
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
多
い
と
き
で
７
軒
の
木
工

場
が
周
辺
に
あ
り
、
山
の
よ
う
に
積
ま

れ
た
木
材
は
置
戸
を
象
徴
す
る
光
景
で

し
た
。
そ
し
て
昭
和
47
（
１
９
７
２
）

年
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
建
設
を
皮
切

り
に
、
少
し
ず
つ
公
共
施
設
の
建
設
や

宅
地
造
成
が
始
ま
り
ま
し
た
。
広
大
な

土
地
が
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
埋
ま
っ
て
い

き
現
在
の
町
並
み
に
変
化
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

昔
か
ら
変
わ
ら
ず
残
る
も
の
も
ま
た

歴
史
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
変

化
か
ら
学
ぶ
歴
史
と
い
う
の
も
面
白
い

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

（
参
考

：

『
置
戸
町
史　

下
巻
』）

今
回
は
時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
っ
た
置
戸
の
駅
周
辺
の

風
景
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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５月30日㈯　置戸中学校 運動会
①徒競走　　　　　②ジャンボバトンリレー（１年生）　　③WANTED（２年生）　　④マリオカート18（３年生）
⑤綱引き（白組）　⑥綱引き（紅組）　⑦人間ばん馬　　　⑧円陣　　　　⑨紅白対抗リレー

６月６日㈯　置戸小学校 運動会
➊選手宣誓　　　　　➋徒競走　　　➌コロコロ・カラフル・はっぴータッチ！　➍置戸っ子ハリケーン　➎投げる？跳ぶ？走る？
➏ダンシング玉入れ　➐ひもの長さは運次第！ひもくじレース　➑ザ・ヒッパレ！～2026～　➒全校リレー
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